
　
学
校
教
育
に
つ
い
て
は
「
21
世

紀
型
能
力
」
す
な
わ
ち
基
礎
力
・

思
考
力
・
実
践
力 

を
身
に
つ
け
ら

れ
る
よ
う
、「
高
石
市
教
育
振
興
基

本
計
画
」
に
基
づ
き
、
I
C
T
環

境
の
充
実
、
英
語
教
育
や
プ
ロ
グ

ラ
ミ 

ン
グ
教
育
等
を
実
施
し
ま

す
。
特
に
、
I
C
T
環
境
に
つ
い

て
は
、
国
の
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル

構
想
に
基
づ
い
て
導
入
し
た
児
童
・

生
徒
１
人 

１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
し
っ
か
り
と
活
用
し
ま
す
。

そ
の
た
め
の
I
C
T
支
援
員
の
配

置
や
教
職
員
研
修
の
充
実
を
図
り
、

A
I
ド
リ
ル
を
使
っ
た 

個
別
最
適

化
の
学
習
な
ど
、
新
し
い
ス
タ
イ

ル
の
授
業
を
構
築
し
て
、
学
力
向

上
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ 

ー
に
お
い
て
、
妊
娠
か
ら
子
育

て
ま
で
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行

い
ま
す
。市
立
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー

と
も
連
携
し
、家
庭
の
状
況
に
よ
っ

て
日
々
変
化
す
る
子
育
て
に
関
す

る
悩
み
や
相
談
に
対
し
て
、
必
要

な
支
援
を
行
い
ま
す
。

令
和
３
年
度

施
政
方
針

未
来
社
会
を
生
き
抜
く
た
め
に

産
前
か
ら
産
後
ま
で
支
援
を

　
高
師
浜
総
合
運
動
施
設
に
指
定

管
理
者
制
度
を
導
入
し
、
民
間
事

業
者
の
活
力
に
よ
る
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、 

管
理
棟
、
キ
ャ
ン
プ
場
部
分
が
ス

ポ
ー
ツ
活
動
の
拠
点
、
多
世
代
が

集
え
る
収
益
施
設
を
兼
ね
た
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
な
る
よ
う

実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

民
間
活
力
を
最
大
限
に
活
用

多
世
代
が
集
う
場
の
創
出

　
こ
れ
ま
で
行
政
や
介
護
事
業
所
・

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
い
っ
た
地
域

の
社
会
資
源
と
繋
が
り
が
な
か
っ

た
世
帯
に
つ
い
て
、
直
接
各
世
帯

を
訪
問
す
る
こ
と
で
、
生
活
課
題

の
有
無
、
支
援
の
要
否
な
ど
を
可

能
な
限
り
把
握
し
、
支
援
が
必
要

な
世
帯
を
支
援
に
つ
な
げ
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
「
孤
立
ゼ
ロ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
事
業
の
総
括
者
と
し
て
、
市
内

３
中
学
校
区
に
社
会
福
祉
協
議
会

の
職
員
を
配
置
し
、
ま
た
、
校
区

福
祉
委
員
や
民
生
委
員
、
自
治
会

な
ど
地
域
の
人
材
や
、
各
校
区
の

介
護
事
業
所
の
職
員
な
ど
が
訪
問

サ
ポ
ー
タ
ー
と
な
り
、
令
和
３
年

度
中
に
対
象
全
世
帯
を
集
中
的
に

訪
問
し
ま
す
。
支
援
が
必
要
な
場

合
は
、
市
の
関
係
部
局
や
社
会
福

祉
協
議
会
で
構
成
す
る
「
多
機
関

協
働
地
域
包
括
ケ
ア
会
議
」
な
ど

に
お
い
て
、 

世
帯
の
状
況
に
応
じ

た
支
援
の
調
整
を
行
い
ま
す
。

 

孤
立 
を
防
ぐ
た
め
に

　
引
き
続
き
、
ふ
れ
あ
い
健
康
増

進
セ
ン
タ
ー
に
指
定
管
理
者
制
度

を
導
入
し
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
な

ど
を
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
で
、

市
民
が
年
齢
を
問
わ
ず
に
楽
し
め

る
内
容
や
初
心
者
の
サ
ポ
ー
ト
に

も
配
慮
さ
れ
た
運
動
が
で
き
る
教 

室
等
を
実
施
す
る
な
ど
、温
水
プ
ー

ル
や
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
の
利
用

を
通
じ
て
、
心
身
共
に
健
康
に
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
提
供

し
ま
す
。

健
幸
の
ま
ち
づ
く
り

「
新
た
な
日
常
」
を
作
り
上

げ
、
高
石
市
の
さ
ら
な
る

飛
躍
・
発
展
を
め
ざ
し
て

　
現
在
、
一
日
も
早
い
コ
ロ
ナ
禍

の
終
息
を
め
ざ
し
、
地
元
医
師
会

と
連
携
し
な
が
ら
、
庁
内
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
準
備
体
制
づ
く
り
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後

と
も
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
と
も
に
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

の
防
止
策
を
講
じ
な
が
ら
、
市
民

の
暮
ら
し
や
経
済
を
回
復
さ
せ
、 

ア

フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向
け
て
新
し
い

社
会
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
第
５
次
高
石
市
総
合
計

画
に
お
い
て
は
、
第
４
次
ま
で
の

基
本
的
な
方
向
性
を
継
承
し
、
都

市
目
標
を
「
人
間
都
市
・
高
石
」

と
し
て
い
ま
す
。「
多
様
な
主
体
の

参
画
」、「
選
択
と
集
中
」、 「
デ
ジ
タ

ル
技
術
の
活
用
」
の
３
つ
の
視
点

を
設
定
し
、「
み
ん
な
が
輝
く
育
み

と
健
幸
の
住
み
よ
い
ま
ち
」
と
い

う
基
本
理
念
の
実
現
に
向
け
て
、

次
の
５
つ
の
目
標
を
設
定
い
た
し

ま
す
。

「 

明
日
の
担
い
手
を
育
む 

」

「 

み
ん
な
で
支
え
合
い
、
健
や
か
に
過
ご
せ
る 

」

施政方針を発表する阪口市長施政方針を発表する阪口市長

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
瑞
松
苑
を
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
デ
ー

ジ
ー
ド
ー
ム
）
に
移
転
統
合
し
、

令
和
４
年
度
の
リ
ニ
ュ
ー 

ア
ル

オ
ー
プ
ン
を
め
ざ
し
ま
す
。
今
後

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
統
合
す
る

こ
と
で
、
機
能
の
拡
充
を
図
り
、

高
齢
者
と
多
世
代
の
新
た
な
集
い

の
場
と
し
て
、
よ
り
一
層
の
利
用

促
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
第
５
次
高
石
市
地
域
福
祉
計
画
・ 

第
４
次
高
石
市
地
域
福
祉
活
動
計

画
に
基
づ
き
、
地
域
共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
、
自
治
会
等
の
地
域

団
体
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
市
内

７
郵
便
局
な
ど
と
引
き
続
き
連
携

し
て
い
き
ま
す
。
支
援
を
必
要
と

さ
れ
る
方
へ
の
見
守
り
活
動
、 

コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
な
ど
地
域
住

民
の
誰
も
が
気
軽
に
集
い
交
流
で

き
る
居
場
所
づ
く
り
や
、
さ
ら
な

る
相
談
体
制
の
強
化
な
ど
、
我
が

事
・
丸
ご
と
の
地
域
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

 

我
が
事
・
丸
ご
と
で
つ
な
が
り
を

”

”

　
３
月
に
開
催
さ
れ
た
第
１
回
高

石
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
阪

口
市
長
は
「
第
５
次
高
石
市
総
合

計
画
基
本
構
想
の
策
定
」
を
軸
に

令
和
３
年
度
施
政
方
針
を
発
表
し

ま
し
た
。
計
画
の
５
つ
の
目
標
で

あ
る
「
明
日
の
担
い
手
を
育
む
」、

「
み
ん
な
で
支
え
合
い
、
健
や
か
に

過
ご
せ
る
」、「
安
全
・
安
心
で
快

適
に
暮
ら
せ
る
」、「
人
を
惹
き
つ

け
る
魅
力
と
活
力
が
あ
ふ
れ
る
」、

「
持
続
可
能
な
よ
り
よ
い
未
来
へ
つ

な
ぐ
」
に
沿
っ
て
、
施
政
方
針
の

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※

施
政
方
針
の
全
文
は
市
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
合
先
　
総
合
政
策
課
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、
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携

し
て
い
き
ま
す
。
支
援
を
必
要
と

さ
れ
る
方
へ
の
見
守
り
活
動
、 
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
な
ど
地
域
住

民
の
誰
も
が
気
軽
に
集
い
交
流
で

き
る
居
場
所
づ
く
り
や
、
さ
ら
な

る
相
談
体
制
の
強
化
な
ど
、
我
が

事
・
丸
ご
と
の
地
域
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

 

我
が
事
・
丸
ご
と
で
つ
な
が
り
を

”

”

　
３
月
に
開
催
さ
れ
た
第
１
回
高

石
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
阪

口
市
長
は
「
第
５
次
高
石
市
総
合

計
画
基
本
構
想
の
策
定
」
を
軸
に

令
和
３
年
度
施
政
方
針
を
発
表
し

ま
し
た
。
計
画
の
５
つ
の
目
標
で

あ
る
「
明
日
の
担
い
手
を
育
む
」、

「
み
ん
な
で
支
え
合
い
、
健
や
か
に

過
ご
せ
る
」、「
安
全
・
安
心
で
快

適
に
暮
ら
せ
る
」、「
人
を
惹
き
つ

け
る
魅
力
と
活
力
が
あ
ふ
れ
る
」、

「
持
続
可
能
な
よ
り
よ
い
未
来
へ
つ

な
ぐ
」
に
沿
っ
て
、
施
政
方
針
の

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※

施
政
方
針
の
全
文
は
市
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
合
先
　
総
合
政
策
課

　
　
　
　
☎（
275
）６
０
３
４
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
脅

威
に
打
ち
勝
つ
た
め
、 「
新
た
な
生
活

様
式
」
を
実
践
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
と
共
生
す
る 「
新
た
な
日
常
」
を

作
り
上
げ
て
い
く
と
い
う
、
大
き
な
挑

戦
に
本
市
も
果
敢
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
朝
の
来
な
い
夜
は
あ
り
ま
せ

ん
。
市
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
、
夢
と
希
望
あ
ふ
れ
る
こ
の
愛
す
べ

き
郷
土
（
ふ
る
さ
と
）
高
石
市
の
さ
ら

な
る
飛
躍
・
発
展
を
め
ざ
し
、
今
後
と

も
、
職
員 

一
丸
と
な
り
ベ
ス
ト
を
尽

く
し
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
議

員
各
位
と
市
民
の
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご

理
解
と
ご
支
援
、 

ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

市
長
あ
い
さ
つ

　
環
境
省
の
「
つ
な
げ
よ
う
、
支

え
よ
う
森
里
川
海
プ
ロ
ジ
ェ
ク 

ト
」
に
賛
同
し
、
引
き
続
き
、
高

師
浜
の
砂
浜
の
保
全
や
稚
魚
の
放

流
を
行
う
な
ど
、
自
然
環
境
の
保

護
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
本
市
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
「
高
石

シ
ー
サ
イ
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
昨
年
は
中
止
と
な
り

ま
し
た
が
、
一
昨
年
は
３
万
９
千

人
を
超
え
る
方
に
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。
実
行
委
員
会
と
連

携
し
、
国
や
大
阪
府
か
ら
示
さ
れ

た
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
係
る
基
準
な

ど
に
沿
っ
て
、
実
施
に
向
け
て
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　
市
内
に
存
在
す
る
遊
休
不
動
産

を
活
用
し
た
民
間
主
導
に
よ
る
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
を
引

き
続
き
推
進
し
、
地
域
の
活
性
化

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
旧
保
健
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て
も
、
公
民
連
携

の
手
法
に
よ
り
、
市
民
や
事
業
者

が
交
流
で
き
る
施
設
と
し
て
の
活

用
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協

力
に
よ
り
、
リ
フ
ュ
ー
ズ
・
リ

デ 

ュ
ー
ス
・
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ

ク
ル
の
４
Ｒ
の
取
組
が
進
ん
で
い

ま
す
。
引
き
続
き
、
一
部
従
量
制

に
よ
る
可
燃
ご
み
の
減
量
・
再
資

源
化
等
、
資
源
循
環
型
社
会
の
構

築
に
向
け
た
施
策
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
世
界
的
な
気
候

危
機
や
新
た
な
日
常
へ
の
移
行
等

を
踏
ま
え
、
環
境
と
経
済
の
好
循

環
を
図
り
な
が
ら
、
脱
炭
素
社
会

の
実
現
に
貢
献
す
べ
く
、
本
市
域

内
に
お
い
て
、
２
０
５
０
年
ま
で

に
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
を
め
ざ

す
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」
へ

挑
戦
す
る
こ
と
を
表
明
し
ま
す
。

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
を
ゼ
ロ
に

森
里
川
海
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
望
ま
な
い
受
動
喫
煙
に
よ
る
健

康
被
害
の
防
止
、
喫
煙
マ
ナ
ー
及

び
環
境
美
化
意
識
の
向
上
を
図
る

た
め
、
引
き
続
き
、
喫
煙
等
対
策 

に
つ
い
て
の
取
り
組
み
を
進
め
、

市
民
等
の
健
康
増
進
や
安
全
で
快

適
な
生
活
環
境
の
確
保
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

美
し
い
ま
ち
を
保
つ
た
め
に

高
石
シ
ー
サ
イ
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、

今
後
は
感
染
症
対
策
の
整
っ
た
避

難
所
運
営
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

本
市
で
は
、
中
学
校
に
続
き
小
学

校
体
育
館
の
エ
ア
コ
ン
整
備
を
進

め
、
こ
れ
ら
の
公
共
施
設
を
避
難

所
と
し
て
最
大
限
活
用
し
、
ワ
ン

タ
ッ
チ
テ
ン
ト
や
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ

ド
、 

非
接
触
型
体
温
計
な
ど
の
感

染
症
対
策
物
資
を
備
蓄
し
て
い
き

ま
す
。

　
ま
た
、
公
共
施
設
だ
け
で
な
く
、

市
民
の
方
が
安
全
に
避
難
で
き
る

よ
う
に
、
市
内
の
民
間
企
業
や
団

体
等
と
「
災
害
時
に
お
け
る
避
難

所
と
し
て
の
利
用
に
関
す
る
協
定
」

を
締
結
し
、
現
在
は
市
内
の
民
間

施
設
に
お
い
て
新
た
に
５
カ
所
の

避
難
所
を
確
保
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
民
間
企
業
等
の
協
力
を
得
な

が
ら
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
避
難
所

施
設
の
確
保
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
避
難
所
運
営

　
平
成
８
年
の
都
市
計
画
決
定
以

降
、
四
半
世
紀
に
わ
た
り
事
業
進

捗
に
努
め
て
き
た
南
海
本
線
の
高

架
化
が
、
令
和
３
年
５
月
に
悲
願

の
完
成
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
を
祝

し
て
市
民
の
皆
様
や
関
係
者
と
と

も
に
完
成
記
念
式
典
を
行
い
ま
す
。

本
事
業
の
こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
そ

の
効
果
等
を
テ
ー
マ
に
記
念
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
や
記
念
行
事
を
開
催
し
、

ま
た
市
民
団
体
等
か
ら
鉄
道
沿
線

の
活
性
化
に
資
す
る
自
主
的
な
事

業
を
募
集
し
ま
す
。
な
お
、
高
師

浜
線
の
高
架
化
に
つ
い
て
も
、
バ

ス
代
行
輸
送
を
行
い
な
が
ら
、
早

期
の
全
線
完
成
を
め
ざ
し
て
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

南
海
本
線
・
高
師
浜
線
の
高
架
化

　
近
年
、
全
国
的
に
地
震
や
台
風
、

豪
雨
、
洪
水
等
、
大
規
模
な
災
害

が
頻
発
し
て
お
り
ま
す
。
あ
わ
せ

て
本
市
で
は
、
今
後
発
生
が
予
測

さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
津
波
の

影
響
を
大
き
く
受
け
や
す
い
立
地

に
あ
る
こ
と
等
か
ら
、
令
和
２
年

度
に
策
定
し
ま
し
た
「
高
石
市
国

土
強
靱
化
地
域
計
画
」
に
基
づ
き
、

よ
り
一
層
の
安
全
・
安
心
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

高
石
市
国
土
強
靱
化
計
画

　
行
政
事
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
推

進
に
つ
い
て
は
、
国
の
進
め
る
デ 

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン(

Ｄ
Ｘ)

の
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
、
ス
マ
ー
ト
自
治
体
を
実

現
す
る
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
に

対
応
し
た
効
率
的
な
行
政
運
営
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
自
治
体

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り

「 

安
全
・
安
心
で
快
適
に
暮
ら
せ
る 

」

「 

持
続
可
能
な
よ
り
よ
い
未
来
へ
つ
な
ぐ 

」

「 

人
を
惹
き
つ
け
る
魅
力
と

　
　
　
　活
力
が
あ
ふ
れ
る 

」
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
脅

威
に
打
ち
勝
つ
た
め
、 「
新
た
な
生
活

様
式
」
を
実
践
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
と
共
生
す
る 「
新
た
な
日
常
」
を

作
り
上
げ
て
い
く
と
い
う
、
大
き
な
挑

戦
に
本
市
も
果
敢
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
朝
の
来
な
い
夜
は
あ
り
ま
せ

ん
。
市
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
、
夢
と
希
望
あ
ふ
れ
る
こ
の
愛
す
べ

き
郷
土
（
ふ
る
さ
と
）
高
石
市
の
さ
ら

な
る
飛
躍
・
発
展
を
め
ざ
し
、
今
後
と

も
、
職
員 

一
丸
と
な
り
ベ
ス
ト
を
尽

く
し
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
議

員
各
位
と
市
民
の
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご

理
解
と
ご
支
援
、 

ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

市
長
あ
い
さ
つ

　
環
境
省
の
「
つ
な
げ
よ
う
、
支

え
よ
う
森
里
川
海
プ
ロ
ジ
ェ
ク 

ト
」
に
賛
同
し
、
引
き
続
き
、
高

師
浜
の
砂
浜
の
保
全
や
稚
魚
の
放

流
を
行
う
な
ど
、
自
然
環
境
の
保

護
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
本
市
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
「
高
石

シ
ー
サ
イ
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
昨
年
は
中
止
と
な
り

ま
し
た
が
、
一
昨
年
は
３
万
９
千

人
を
超
え
る
方
に
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。
実
行
委
員
会
と
連

携
し
、
国
や
大
阪
府
か
ら
示
さ
れ

た
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
係
る
基
準
な

ど
に
沿
っ
て
、
実
施
に
向
け
て
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　
市
内
に
存
在
す
る
遊
休
不
動
産

を
活
用
し
た
民
間
主
導
に
よ
る
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
を
引

き
続
き
推
進
し
、
地
域
の
活
性
化

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
旧
保
健
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て
も
、
公
民
連
携

の
手
法
に
よ
り
、
市
民
や
事
業
者

が
交
流
で
き
る
施
設
と
し
て
の
活

用
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協

力
に
よ
り
、
リ
フ
ュ
ー
ズ
・
リ

デ 

ュ
ー
ス
・
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ

ク
ル
の
４
Ｒ
の
取
組
が
進
ん
で
い

ま
す
。
引
き
続
き
、
一
部
従
量
制

に
よ
る
可
燃
ご
み
の
減
量
・
再
資

源
化
等
、
資
源
循
環
型
社
会
の
構

築
に
向
け
た
施
策
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
世
界
的
な
気
候

危
機
や
新
た
な
日
常
へ
の
移
行
等

を
踏
ま
え
、
環
境
と
経
済
の
好
循

環
を
図
り
な
が
ら
、
脱
炭
素
社
会

の
実
現
に
貢
献
す
べ
く
、
本
市
域

内
に
お
い
て
、
２
０
５
０
年
ま
で

に
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
を
め
ざ

す
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」
へ

挑
戦
す
る
こ
と
を
表
明
し
ま
す
。

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
を
ゼ
ロ
に

森
里
川
海
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
望
ま
な
い
受
動
喫
煙
に
よ
る
健

康
被
害
の
防
止
、
喫
煙
マ
ナ
ー
及

び
環
境
美
化
意
識
の
向
上
を
図
る

た
め
、
引
き
続
き
、
喫
煙
等
対
策 

に
つ
い
て
の
取
り
組
み
を
進
め
、

市
民
等
の
健
康
増
進
や
安
全
で
快

適
な
生
活
環
境
の
確
保
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

美
し
い
ま
ち
を
保
つ
た
め
に

高
石
シ
ー
サ
イ
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、

今
後
は
感
染
症
対
策
の
整
っ
た
避

難
所
運
営
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

本
市
で
は
、
中
学
校
に
続
き
小
学

校
体
育
館
の
エ
ア
コ
ン
整
備
を
進

め
、
こ
れ
ら
の
公
共
施
設
を
避
難

所
と
し
て
最
大
限
活
用
し
、
ワ
ン

タ
ッ
チ
テ
ン
ト
や
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ

ド
、 

非
接
触
型
体
温
計
な
ど
の
感

染
症
対
策
物
資
を
備
蓄
し
て
い
き

ま
す
。

　
ま
た
、
公
共
施
設
だ
け
で
な
く
、

市
民
の
方
が
安
全
に
避
難
で
き
る

よ
う
に
、
市
内
の
民
間
企
業
や
団

体
等
と
「
災
害
時
に
お
け
る
避
難

所
と
し
て
の
利
用
に
関
す
る
協
定
」

を
締
結
し
、
現
在
は
市
内
の
民
間

施
設
に
お
い
て
新
た
に
５
カ
所
の

避
難
所
を
確
保
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
民
間
企
業
等
の
協
力
を
得
な

が
ら
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
避
難
所

施
設
の
確
保
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
避
難
所
運
営

　
平
成
８
年
の
都
市
計
画
決
定
以

降
、
四
半
世
紀
に
わ
た
り
事
業
進

捗
に
努
め
て
き
た
南
海
本
線
の
高

架
化
が
、
令
和
３
年
５
月
に
悲
願

の
完
成
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
を
祝

し
て
市
民
の
皆
様
や
関
係
者
と
と

も
に
完
成
記
念
式
典
を
行
い
ま
す
。

本
事
業
の
こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
そ

の
効
果
等
を
テ
ー
マ
に
記
念
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
や
記
念
行
事
を
開
催
し
、

ま
た
市
民
団
体
等
か
ら
鉄
道
沿
線

の
活
性
化
に
資
す
る
自
主
的
な
事

業
を
募
集
し
ま
す
。
な
お
、
高
師

浜
線
の
高
架
化
に
つ
い
て
も
、
バ

ス
代
行
輸
送
を
行
い
な
が
ら
、
早

期
の
全
線
完
成
を
め
ざ
し
て
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

南
海
本
線
・
高
師
浜
線
の
高
架
化

　
近
年
、
全
国
的
に
地
震
や
台
風
、

豪
雨
、
洪
水
等
、
大
規
模
な
災
害

が
頻
発
し
て
お
り
ま
す
。
あ
わ
せ

て
本
市
で
は
、
今
後
発
生
が
予
測

さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
津
波
の

影
響
を
大
き
く
受
け
や
す
い
立
地

に
あ
る
こ
と
等
か
ら
、
令
和
２
年

度
に
策
定
し
ま
し
た
「
高
石
市
国

土
強
靱
化
地
域
計
画
」
に
基
づ
き
、

よ
り
一
層
の
安
全
・
安
心
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

高
石
市
国
土
強
靱
化
計
画

　
行
政
事
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
推

進
に
つ
い
て
は
、
国
の
進
め
る
デ 

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン(

Ｄ
Ｘ)

の
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
、
ス
マ
ー
ト
自
治
体
を
実

現
す
る
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
に

対
応
し
た
効
率
的
な
行
政
運
営
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
自
治
体

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り

「 

安
全
・
安
心
で
快
適
に
暮
ら
せ
る 

」

「 

持
続
可
能
な
よ
り
よ
い
未
来
へ
つ
な
ぐ 

」

「 

人
を
惹
き
つ
け
る
魅
力
と

　
　
　
　活
力
が
あ
ふ
れ
る 

」
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